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１．研究計画の概要 
（１）アムール川下流域は極東平底土器の
一角を占めており重要な地域であるが、いま
だ研究の遅れた地域でもある。日本の縄文時
代に対応するアムール川下流域の新石器時
代はその最も基本となる編年すら不明確で
ある。そのため、当該地域の新石器時代から
初期金属器時代にかけての編年を確立する。
明らかにする点は、アムール川下流域の新石
器時代から初期金属器時代における食料採
集民の生業活動と集落形態の変遷である。 
（２）北日本とアムール川下流域との関わ
りを明らかにする。北海道東部の縄文時代早
期やサハリン南部の新石器時代には、石刃鏃
文化と呼ばれる、大陸との関連が考えられて
いる段階がある。ところが、それに対応と考
えられているものは、アムール川中流域や沿
海州の新石器時代遺物群であり、もっとも肝
心のアムール川下流域の対応する段階は分
かっていない。これを明らかにする。 
（３）アムール川下流域にはときにシベリ
ア地域のより北方の文化が波及することが
知られている。アムール川下流域は、極東地
域と東シベリア地域の接点であり、東シベリ
ア系の文化がアムール川下流域でどのよう
な動きをしたのかを、具体的な発掘資料をも
とに把握する。 
この三つが本研究課題の大きな柱である。 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）第一の課題では初年度と二年度は新
石器時代から鉄器時代にかけての文化遺物
が層位的に出土するマラヤ・ガバン遺跡を調
査し、新石器時代から鉄器時代にわたる土
器・石器を層位的に分離することができた。

また、それぞれに伴うカーボンから年代測定
を多数実施した。この両者の結果により、ア
ムール川下流域の文化変遷を確立すること
ができた。 
（２）多層位遺跡は編年には有効であるが、

集落構造の解明が十分にできなかったこと
から、第 2の課題の解明のために第 3年度は
アムール川下流域の新石器時代の代表的な
コンドン文化期の単純遺跡を選び、発掘調査
をおこなった。その結果、石刃鏃を伴う良好
な一括資料を得ることができ、現在分析中で
ある。 
 （３）第 3の課題についてはマラヤ・ガバ
ン遺跡でシベリア系統の新石器文化に属す
る土器を多量に検出し、これまでその時期に
ついて混乱する研究状況があったが、それが
下流域のマルイシェヴォ文化の段階である
ことを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
上に記したように、大きな柱となる三つの

課題についてはこの三年間の発掘調査でそ
れぞれ初期の大きな目的は達成されたと言
えよう。集落や生業活動についてはこれまで
の発掘資料を詳細な分析を今後行うことで
目的に近づけるようにする。 

 
 

４．今後の研究の推進方策 
 初期の大きな目的はほぼ達成されたので、
最終年度ではアムール川下流域でこれまで
考古学的調査がほとんどなされていない地
域を踏査して、下流域内での地域性や日本列
島と結ぶ経路を考える予定である。 
 また周辺地域との比較研究のために北に
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隣接するオホーツク海沿岸地域の資料を収
集するためにロシアのマガダンを訪れる予
定である。同時にこれまでに調査した資料の
分析を進め最終的な報告書を作成する予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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